
余裕期間制度イメージ

①発注者指定方式 工事着手日を発注者があらかじめ指定する方式

実工期の変更は出来ません

②任意着手方式 発注者があらかじめ設定した工事着手期限日までの間

（余裕期間）で、受注者が工事着手日を設定する方式

実工期の変更は出来ません

③フレックス方式 発注者があらかじめ設定した全体工期の内で、受注者が

工事着手日と完了日を設定する方式

発注時

発注者があらかじめ設定

契約時

契約締結日 工事の完了日

余裕期間 実工期

実工期　（実工期は変更できない）余裕期間

受注者が工事着手日を選択

契約締結日 　発注者が工事着手日を指定

余裕期間 実工期 

発注時

契約時

契約締結日

全体工期　＝　余裕期間　＋　実工期

余裕期間 実工期 （全体工期内で受注者が設定できる）

発注者があらかじめ設定した全体工期

受注者が工事着手日および工事完了日を設定

余裕期間　　 契約締結日から工事着手日の前日までの期間（技術者等の配置不要）
現場着手は不可（資機材の準備は可、現場搬入は不可）

　　　　　

工事着手日から工事完了日までの実際に工事を施工する期間実 工 期　
　（準備期間と後片付け期間を含むが余裕期間は含まない）


